
　

弊
社
は
昭
和
42
年
に
創
業
を

開
始
し
、
昭
和
50
年
に
徳
森
に

移
転
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
主

に
型
枠
工
事
を
専
門
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

最
近
の
不
況
に
よ
り
、
建
設

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
売
り
上

げ
の
減
少
と
と
も
に
、
大
量
に

排
出
さ
れ
る
型
枠
廃
材
な
ど
の

処
理
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題

で
し
た
。
従
来
、
排
出
さ
れ
た

廃
材
な
ど
は
焼
却
処
理
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、﹃
も
っ
た
い
な

い
﹄
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、

平
成
19
年
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
事

業
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

廃
材
な
ど
を
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃

料
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

再
利
用
す
る
も
の
で
す
。
燃
焼

時
に
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
増
加

さ
せ
ず
、
価
格
が
比
較
的
安
定

し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
化

石
燃
料
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
大
き
な
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
製
造
し
た
木
質

ペ
レ
ッ
ト
を
市
外
の
公
共
施
設

や
農
業
ハ
ウ
ス
に
供
給
し
て
い

ま
す
。
こ
の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
、
小
規

模
の
農
家
で
も
手
軽
に
使
用
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
ペ
レ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
、
地
域
全
体
の
活
性

化
に
寄
与
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
も
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
て
、
今
後
連

携
を
強
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
球
の
環
境
を
考
え

な
が
ら
、
大
洲
市
全
体
が
元
気

に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

株式会社堀川建設
～大地がステージ　地球の鼓動と共に～

◇所在地　大洲市徳森
◇電　話　２5－３55１

野　鳥

ノスリ（鵟）
タカ目タカ科
大きさ55㎝ 翼開長137㎝

　冬が近づくと、開けた農地や丘陵地でよく見かけ
る、白っぽいタカの仲間です。大きさはカラスほど
で、見通しのきく高い枝先や杭に止まって、あたり
をじっと見つめています。好物の獲物はモグラで、
記録によると子育て中には約130匹も雛に与えるそ
うです。「ノスリ」という名前は、野を擦る位にス
レスレに飛んで餌を捕ることからついたそうです
が、地元では「ノセ」と言われています。同じ肉食
の猛禽類でも、獲物の奪い合いがないように、ある
ものは小鳥、またあるものは小型の獣と、長い進化
の途中で住み分けをしてきました。世界中から、あ
りとあらゆる物をかき集めて、身の丈以上に消費し
ている人類の先行きを想像する時、地球の未来は本
当にあるのだろうか考えさせられます。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財
梶ヤ谷のヤマモモ　
大洲市指定天然記念物
富栄地区所有

　平野町平地の梶ヤ谷地区は、戦国時代長
ち ょ う そ か べ

曽我部
元
もと

親
ちか

に追われた土佐中村城主の一
いちじょう

条兼
かね

定
さだ

が一時身
を寄せたと伝えられている場所です。兼定は、キ
リシタン大名として知られ、この地区の「切

きり

支
し

丹
たん

畑
ばた

」と呼ばれる場所には紅
べに

十
じゅう

字
じ

紋
もん

切
きり

キリシタン不
動像が残されており、キリシタン信仰の痕跡と伝
えられています。
　この不動像が祀られている祠の脇には天然記念
物に指定しているヤマモモが自生しています。胸
高幹周は2. 8ｍ、樹高が12ｍ、地上から2. 5ｍの付
近で幹が 4 つに分岐していますが、根回りは石垣
を補修した際に 1 ｍほど埋められたため、本来の
根回りの大きさは分かっていません。
　枝張りは東西に11ｍ、南北に13ｍとやや北側に
枝張しており、おわん形の樹相をしています。現
在でも樹勢旺盛で毎年多くの実を付けています。

　（平成 4年10月2７日指定）

シリーズ

木質ペレット製造機
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　みなさんこんにちは。中米はエルサルバドルに青年海外
協力隊員として派遣されている高野です。私の協力隊員と
しての任期も12月いっぱいということで、活動も終わりに
近づいています。そこで今回のレポートでは、この2年間
を振り返ってみたいと思います。
　エルサルバドルでの生活は、正直なところつらいこと
の方が多かったかもしれません。思い通り活動できなかっ
たり、うまくスペイン語で説明できなかったりしたことが
多くありました。それでも、エルサルバドルでの生活は楽
しかったと断言できます。それは、私の周りに多くの笑顔
があったからです。私が授業に行く度に、子どもたちは笑

顔で迎えて
くれる、同僚も私の話に真剣に耳を傾けてくれる。町
を歩けば、いろんな人に声をかけられ、最後は笑顔
で別れる。本当に、周りの人に助けられたなと思う２
年間でした。何よりもこの2 年間で、新たな目標を見
つけることができました。まだ、漠然としたものでは
ありますが、視野が広がったことは、これからの自分
に大きなプラスになっていくと思います。この２年間
の経験、そして、エルサルバドルで出会った人たちへ
の感謝を忘れずに、次のステップに進みたいと思いま
す。あと、残り１か月半ですが、思い残すことなく、エ
ルサルバドルでの生活を楽しみたいと思います。Mil 
gracias por todo! Hasta la vista!（ありがとうござ
いました。またお会いする日まで）

JICA
エルサルバドル通信vol.4

学校の同僚たちと

スポーツ大会での子どもたちの様子

大
洲
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
通
信

　

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

る
相
談
の
中
で
特
に
多
い
リ
フ
ォ
ー
ム

ト
ラ
ブ
ル
︵
屋
根
・
外
壁
工
事
な
ど
︶

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
ん
な
言
葉
か
ら
…

︻
要
注
意
！
高
齢
者
に
多
い

リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
︼

・�

何
度
も
勧
誘
を
繰
り
返
し
、
契
約
す

る
ま
で
な
か
な
か
帰
っ
て
く
れ
な

い
。

︻
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
…
︼

・�

訪
問
時
に
身
分
の
提
示
を
求
め
、
安

易
に
家
に
入
れ
な
い
。

・�

そ
の
場
で
は
契
約
を
し
な
い
。︵
複

数
業
者
か
ら
見
積
り
を
と
り
比
較
す

る
。︶

・
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
。

　
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

︵
商
工
観
光
課
内
︶

☎
㉔
１
７
９
０
︵
直
通
︶

︻
相
談
受
付
時
間
︼

午
前
９
時
～
正
午　

午
後
１
時
～
５
時

月
曜
日
～
金
曜
日
︵
祝
祭
日
を
除
く
。︶

　

こ
の
よ
う
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
消

費
者
を
信
用
さ
せ
、
高
額
な
工
事
料
金

を
請
求
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

︻
特
　
徴
︼

・�

大
げ
さ
に
不
安
を
あ
お
り
、
家
族
に

は
内
緒
に
す
る
よ
う
促
す
。

・�「
今
な
ら
半
額
で
す
」
な
ど
、
そ
の

場
で
契
約
書
に
署
名
・
捺
印
す
る
よ

う
し
つ
こ
く
勧
め
る
。

・
無
料
で
点
検
い
た
し
ま
す
。

・�

今
な
ら
モ
ニ
タ
ー
価
格
で
値

引
き
を
し
ま
す
。

・�

近
所
で
工
事
を
し
て
い
る
の

で
、あ
い
さ
つ
に
来
ま
し
た
。

☆
ク
イ
ズ
☆

　

訪
問
販
売
で
「
体
に
い
い
」
と

勧
め
ら
れ
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
入
り

の
布
団
を
購
入
し
ま
し
た
。
７
日

間
使
用
し
て
み
ま
し
た
が
、
や
は

り
解
約
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

解
約
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

①
解
約
で
き
る

②
解
約
で
き
な
い

正
解
は
14
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

※ この記事は平成23年11月に執筆していただき
ました。
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文
化
財
防
火
デ
ー

　

毎
年
１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。　

　

日
本
の
文
化
財
建
造
物
の
多
く
は
木

造
で
あ
る
た
め
、火
災
が
発
生
す
る
と
、

一
瞬
に
し
て
貴
重
な
財
産
を
失
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
大

洲
市
内
で
は
文

化
財
防
火
デ
ー

に
あ
わ
せ
、
文

化
財
保
護
の
た

め
に
、
毎
年
地

区
住
民
や
消
防

団
、
消
防
署
な

ど
で
火
災
を
想

定
し
た
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま

す
。

日
頃
か
ら
の
防
災
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は
自
分

の
命
や
財
産
を
守
れ
ま
す
か
？

　

大
洲
市
内
で
は
各
地
区
の
自
主
防
災

組
織
や
事
業
所
に
お
い
て
、防
災
訓
練
・

講
話
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
機
会
を
と
ら
え
、
積
極
的
に

参
加
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
も

適
切
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

お し ら せ

　
消
防
署
か
ら
のお知

ら
せ

平成23年度  大洲市地域福祉（ボランティア）研修会

　ＮＨＫハートフォーラム　「なんくるないさぁ～親子の絆・息子と歩んだ７年～」

　大洲市社会福祉協議会とＮＨＫ松山放送局、ＮＨＫ厚生文化事業団では、「親子の絆」と「子育て」をテー
マにした福祉イベントを下記のとおり開催します。入場を希望する人は、下記の要領でお申し込みください。

【日　　時】　　 ２月 ４日㈯　開場：午後 ２時30分　開演：午後 ３時（終演予定：午後 ４時）　
【会　　場】　　大洲市民会館
【出　　演】　　今井絵理子さん（歌手）
【内　　容】　　＜第 １部＞　ハート♥トーク　「親子の絆・息子と歩んだ ７年」
　　　　　　　＜第 ２部＞　ハート♥ライブ　「なんくるないさぁ」

【入 場 料】　　無　料
【申込方法】　　郵便往復はがきに以下の事項を記入してお申し込みください。
　　　　　　・往信裏面　⑴郵便番号　⑵住　所　⑶名　前　⑷電話番号
　　　　　　・返信表面　⑴郵便番号　⑵住　所　⑶名　前

【あ て 先】　　 〒790－8501（住所記入不要）ＮＨＫ松山放送局　ハートフォーラム　係
　　　　　　　 当選者には、入場整理券（１枚 ２人入場可）を送付します。

【締め切り】　　１月11日㈬　必着　※応募多数の場合は抽選となります。
　　　　　　　� なお、応募による個人情報は、抽選結果の連絡に使用するとともに、ＮＨＫ受信料のお願い

や番組、イベント案内に使用することがあります。
【問い合わせ先】　大洲市社会福祉協議会　☎23－0313
　　　　　　　　ＮＨＫ松山放送局　　　☎089－921－1111

○プロフィール
　�1983年 ９ 月22日、沖縄生まれ。O型。1996年SPEEDのメンバーとしてデ
ビュー。2000年SPEED解散後、ソロとして活動開始。2004年長男を出産。
2008年 ８ 月31日、日本テレビ「24時間テレビ～愛は地球を救う～」で息子
の聴覚障がいを公表。番組内で「障がいは個性。不便だけど不幸ではない」
と手話で伝えた。また、同番組でSPEED再結成を発表。現在は、ソロア
ーティストとして音楽活動をする一方で、NHK「みんなの手話」の司会、
講演会、執筆など、活躍の場を広げている。また、ライフワークとして全
国の子どもたちと親御さんたちに笑顔を届けるイベントなどを自ら実行
し、訪問している。

今井絵理子さん
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Information

　

大
洲
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
・
お

お
ず
女
性
塾
・
大
洲
市
で
は
、
女
性
の

自
主
的
活
動
や
男
女
の
区
別
な
く
自
己

実
現
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
男
性
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
～
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
～

『
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
』

一
龍
斎　

春
水　

先
生

　

声
優
を
志
し
、
黒
沢
良
の
主
宰
校

に
入
学
。
俳
優
・
演
出
家
で
あ
る
早

野
寿
郎
の
も
と
で
学
ぶ
。

　

声
優
人
気
投
票
で
は
、
女
性
の
部

３
年
連
続
１
位
を
獲
得
。
そ
の
後
、

講
談
師
に
転
身
し
、
現
在
で
は
、
女

性
が
語
っ
て
意
味
が
あ
る
講
談
を
探

求
し
、
地
域
お
こ
し
の
新
作
に
も
挑

戦
し
て
い
る
。

【
日　

時
】

１
月
15
日
㈰

午
後
１
時
30
分
か
ら

【
場　

所
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
講　

師
】

一
龍
斎　

春
水　

先
生

【
演　

題
】

「
優
し
い
言
葉
・
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し

～
あ
な
た
ら
し
く
輝
い
て
～
」

【
入
場
料
】　

無
料

【
託　

児
】

　

当
日
、
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
託
児
を
行
い
ま
す
。
傷
害
保

険
に
加
入
し
ま
す
の
で
、
託
児
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
１
月
５
日
㈭
ま
で
に

保
護
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
と

お
子
さ
ん
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
係

☎
㉔
１
７
２
８
（
直
通
）

ＦＡＸ
㉔
０
０
８
０

　

地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体
が
、
平
成
23
年
度
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
助
成

事
業
に
よ
り
備
品
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
　
宝
く
じ
助
成
事
業

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

田
口
東
大
洲
獅
子
保
存
会

【
祭
り
用
具
整
備
】

　

県
下
で
も
珍
し
い
女
性
の
み
で
行
う

獅
子
舞
も
あ
り
、
地
方
祭
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
披
露
す
る
と
と
も
に
、
保
存
・

次
世
代
の
担

い
手
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
古

く
な
っ
た
備

品
と
統
一
し

た
衣
装
を
新

調
し
ま
し
た
。

今
坊
獅
子
舞
保
存
会

【
祭
り
用
具
整
備
】

　

伝
統
芸
能
の
獅
子
舞
を
地
方
祭
や
敬

老
会
な
ど
で
披
露
す
る
と
と
も
に
、
復

興
継
承
、
地
域
活
性
化
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
古
く
な
っ
た
備
品
を
新
調
し

ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
事
業
と
は
？

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
の
財
源
に
は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
費
と

し
て
受
け
入
れ
る
宝

く
じ
受
託
事
業
収
入

が
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
企
画
係

☎
㉔
１
７
２
８
（
直
通
）
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